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デザイン思考、ナラティブ・アプローチ、What Work Cities 
はじめに 
日本国内では 2017年の統計改革を契機として、エビデンスに基づく政策立案（Evidence-










このような状況下で、米国の What Work Cities（以下、WWC）では、データ／エビデンス
1 代表的な手法には、ランダム化比較試験（Randomized Controlled Trial：以下、RCT）、回帰不連続
デザイン（Regression Discontinuity Design：以下、RDD）がある。 

















第１章：What Works Cities の概要 
WWC は、米国地方自治体が「データとエビデンス」を効果的に活用し、政策立案／事業マ
ネージメントを実施することを推進／支援するための認証プログラムである。2015 年 4 月









                                                 
3 本稿では、エンゲージメントを「納得／合意を通じての積極的な参画／協働」と定義し、特に納得／
合意へと導くためのアカウンタビリティや合意形成のプロセスにフォーカスをあてる。 
4 https://inclusiveinfra.gihub.org/ (参照 2021/1/30) 
5 Public Review Version 1.0 (June, 2020) より https://wiki.unece.org/display/pppp/Impact+As-
sessment+Tool (参照 2021/1/30) 
6 施設統廃合の場合は空間的な広範さに加え、将来の住民なども視野に入れた時間的な広がりが求めら
れる。また、施設複合化の場合は、提供するサービス／機能に即したステークホルダーの多様化／複雑化
が想定される。詳しくは高橋 (2019 b) を参照。 
7 https://medium.com/what-works-cities-certification/the-who-and-what-of-what-works-cities-
certification-honor-roll-28d146d0743e (参照 2021/1/30) 
8 政策／事業全体の成果のマネージメントを目的としたプログラム評価、成果連動型民間委託契約方式
（PFS）などが前提となっている。なお、WWC における PFS 事例については、高橋 (2019 a) を参照。 
9 支援パートナーである Behavioral Insights Team (BIT) により、ナッジなど行動科学に基づくアプロ
ーチも採用され始めている https://www.bi.team/ (参照 2021/1/30) 
3 
表 1：WWC認証審査項目（出典：What Works Cities Assessment Guide10 /筆者訳） 
カテゴリ 項目 





Evaluations 1. 事業等に対する厳密な評価手法適用を促す条例等の整備 
2. 市職員による厳密な評価実施を支援する標準やツール等の整備 
3. 新規／継続事業の予算認可時の厳密な評価実施 












































                                                 
10 https://medium.com/what-works-cities-certification/what-works-cities-certification-assess-






















































 Behavioral Insights Team (BIT)： 
行動科学的な観点からサービス改善／評価などを支援 
 Harvard Kennedy School - The Government Performance Lab (GPL) ： 
成果志向の契約手法（Results-Driven Contracting など）を開発し支援 
5 
 Center for Government Excellence (GovEx)： 
データ駆動型のパフォーマンス管理や分析手法などに関する技術／戦略面での支援 
 Results for America (RFA)： 
成果志向（What Works）の投資／EBPMの推進を支援 



























                                                 
11 本稿が前提とするプログラム評価の詳細は、高橋 (2019 a) を参照。 
12 本稿が前提とする合意形成の詳細は、高橋 (2019 b) を参照。 
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human-driven-city-93ca3d9318bd (参照 2021/1/30) 
16 https://govlab.hks.harvard.edu/files/govlabs/files/liebman_using_data.pdf (参照 2021/1/30) 
17 https://medium.com/what-works-cities-certification/transparency-engagement-and-results-in-
topeka-f8798f4b0363 (参照 2021/1/30) 
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ースに対応する手法として、WWCでは Tactical Data Engagementを開発し、実践を進めて
いる。 
Tactical Data Engagement 





                                                 
18 市内全域の道路舗装状態を 0-100 の間でスコア化。2016年調査時点の全体平均値が 55点であり、
トピカ市は当該平均値を 2029 年までに 60 点、最終的には 70 点に押し上げることを目標とした。 
19 https://data.topeka.org/app/fix-our-streets (参照 2021/1/30) 
20 https://communities.sunlightfoundation.com/methodology/ (参照 2021/1/30) 
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21 タクティカル・アーバニズムが掲げる Short-term Action for Long-term Change を意図し選択され





Tactical Data Engagement: The 4-Step Process 
ACTION RESULT ENGAGEMENT COLLABORATORS 





 一~ Refine use cases -
①
 
~ Design. a plan 







































                                                 
23 マディソン市で TDEがどのような背景／目的で導入され、具体的にどのようなアウトプットが行わ
れたのかについては以下解説にて確認できる https://communities.sunlightfoundation.com/case-stud-






IfE/edit#heading=h.v4kquu6sk1in (参照 2021/1/30) 
26 ガーゲン（2020）の社会構成主義、セイックラら（2019）のオープンダイアローグがその代表例。 
27 2008 年大統領選でオバマの選挙参謀として、パブリック・ナラティブとコミュニティ・オーガナイ
ジング手法の実践実績がある  https://www.hks.harvard.edu/faculty/marshall-ganz (参照 2021/1/30) 
28 https://whatworkscities.medium.com/planning-for-the-long-term-creating-a-lasting-data-
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34 2020 年 12 月の筆者講演動画にて、GIS を用いた当該手法のデモを参照可能 
https://www.knowledge.pref.nagano.lg.jp/now/mezasukoto/torikumi/mlaforum_202012.html (参照 
2021/1/30) 
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